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 Recently urban development is promoted in Kanda-Keisatsu street area, which makes it necessary to grasp the current 
situation of pedestrian distribution. This study implemented the research focused on pedestrian distribution characteristics 
in weekdays and holidays, and concerned the relationship between pedestrian distribution, street types and facility usages 
in this area. In addition, the reduction of pedestrian was discussed by the comparison between current situation and the 
guideline of the urban development around Kanda-Keisatsu Street.  
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1.研究背景・目的 
神田警察通り周辺地区では高度成長期からバブル経
済期にかけて夜間人口が大幅に減少した．今後更新期を
迎える建物が多く，まちの活力が失われる恐れがある．
また，周辺には神田駅周辺，神保町，お茶の水，大手町，
秋葉原など個性的なまちがあるが，当地域はそれらの中
間にありながら周辺とつながりがあまりない状況であ
る．神田警察通り沿道自体も緑が少なく，十分な歩道幅
員がないなど，まち歩きを楽しめる環境とはなっていな
い. 
このような状況下で，千代田区は 2013 年に「神田警
察通り沿道賑わいガイドライン」1)を策定し，この地区
のまちづくり整備方針を示した．このガイドラインでは
まちづくりの目標と沿道地区の特徴に応じて，神田警察
通り沿道地区を「歴史・学術ゾーン」「文化・交流ゾー
ン」「食・賑わいゾーン」の 3 つのゾーンに分けている．
志村 2)は賑わいゾーンである神田駅西口地区を対象地
区として歩行者分布の現状を把握したが，よりまちづく
り上の課題が多いその他の地区については明らかにな
っていない.  
本研究は千代田区神田警察通り周辺地区について，現
在の歩行者分布状況を調査し，歩行者の属性に着目した
分布の特徴，施設用途や街路整備状況と歩行者分布の関
係性を考察し，神田警察沿道賑わいガイドラインの内容
を前提とした歩行者分布改善方針の検討を目的とする． 
 
2.研究方法 
 「神田警察通り沿道賑わいガイドライン」対象地区の
うち，図-1 を対象とした．「賑わいづくり施策『発見』
マニュアル」3)（国土交通省）を参考し，現地調査を実
施した．調査時間帯は平日 3日間（2016 年 9 月 26 日月
曜日，9 月 28 日水曜日，10 月 31 日月曜日）と休日 3
日間（2016 年 9 月 17 日土曜日，9 月 25 日日曜日，10
月 23 日日曜日）の 9時 12 時 15 時 18 時の 4 時間帯であ
る． 
 
 
 
 自転車に装着したカメラで現地状況をビデオで撮影
し，下記の各種データを作成した． 
（1）全歩行者分布：ビデオから各街路区間の歩行者を
地図上にプロットし，街路上の歩行者線密度を算出する． 
（2）歩行者属性：年齢や属性に注目して歩行者を分類
図-1 対象地区 
 
 
属性 判断基準
1 会社員 20代～50代，スーツ・会社着
2 来街者 20代～50代，私服
3 乳幼児 5以下，私服
4 園児・小学生 5歳～10代前半，私服・制服
5 中高生 10代後半，制服・私服
6 大学生 20代前半，私服
7 高齢者 60代以降，私服・スーツ
8 その他 1~7に含まれない歩行者
する（表-1）． 
（3）施設分布：PUBDIS 施設用途分類 4)を参考に建物 1
階用途を分類する（表-2）． 
（4）街路種類：歩車分離に注目して街路を分類する（表
-3）． 
 
 
 
 
 
 
 
 以上の各種データにより，対象地区の歩行者分布現状
を考察した． 
 
3.調査結果 
(1)歩行者の分布状況と属性 
 図-2は平日（9月26日）12時の歩行者分布図である． 
平日 12 時の時間帯は調査した 3 日間とも歩行者数が
3100 人を超え，休日も含めて最も歩行者が多い時間帯
である．この中，会社員が 3 日間とも 2300 人を超え，
総歩行者数の 70％以上を占めている．対象地区全体に
おいて会社員の分布数が多いが，特に神保町 1丁目のす
ずらん通り周辺，神田橋と鎌倉橋周辺，内神田周辺に集
中している．また，来街者と高齢者も対象地区内に全体
的に分布しているが，すずらん通り周辺と靖国通り沿道
が多く見られる．平日 4 時間帯の中に，12 時の高齢者
数が一番多い．大学生は神保町 1丁目と白山通り沿道に
集中している．乳幼児・園児・小学生・中高生はほとん
どいない． 
 
 
 
図-3は休日（9月17日）12時の歩行者分布図である． 
 
 
 
休日 12 時の時間帯において，来街者の割合は調査し
た 3 日間でそれぞれ 66％，69％，72％であり，他の歩
行者より明らかに多い．靖国通り沿道とすずらん通りで
来街者の分布が多く見られる．会社員は3日間に約10％
前後の割合であり，日曜日より土曜日のほうが多く，対
象地区内に分散している．乳幼児・園児・小学生は少な
いが，平日より多く，すずらん通りと靖国通り沿道で多
大分類 小分類 施設内容
1
商業施設 飲食施設 居酒屋，カフェ，ファストフード，その他飲食店
2 娯楽施設
カラオケ，パチンコ，漫画喫
茶，リラクゼーション店など
3
物販施設
コンビニエンスストア，量販
店，薬局，雑貨屋，文房具屋
など
4 サービス施設
クリーニング店，換金店，美
容院，など
5 事務施設
金融関係施設，企業，事務
所
6 教育文化施設 学校，塾，学習施設
7 福祉医療施設 病院，整骨院，福祉施設
8 宗教関係施設 寺院，神社，教会
9 行政施設 区民センター，区役所
10 宿泊施設 ホテル，民宿，旅館
11 住宅
マンション，アパート，戸建住
宅
12 その他
空き家，ガレージ，車庫，建
築中建築物など
−
表-1 歩行者属性判断基準 
表-2 施設用途分類 
表-3 街路種類分類 
図-2 総歩行者分布図（平日 12 時，9 月 26 日） 
図-3 総歩行者分布図（休日 12 時，9 月 17 日） 
街路種類
1 歩行者専用街路
2 歩車分離街路　整備有り
3 歩車分離街路　整備無し
4 歩車共存街路 車道と歩道の区別がなされていない街路
説明
全幅員に対し歩行者のみ通行可能
車道と歩道の分離がされており，歩行者空間
が整備されている街路．
車道と歩道の分離がされているが，白線や配
色，ポールで区別されている街路
 
 
く見られる．この時間帯の中高生は平日より多く，主に
錦町 3 丁目の高校周辺に分布している．休日 12 時の大
学生は平日より少なく，対象地区内に分散しているが，
一ツ橋 2丁目の大学周辺に多く見られる．この時間帯の
高齢者は平日より少なく，主にすずらん通り周辺と靖国
通り沿道での分布が多い． 
(2)施設用途分布調査結果 
 図-4 に対象地区の施設用途分布を示す． 
 
 
 
商業施設は神保町 1 丁目のすずらん通り周辺と靖国
通り沿道に集中している．また，神田 1丁目の神田西口
通りの周辺にも多く分布している．事務施設は対象地区
内に非常に多く分布しており，特に神田警察通り沿道，
都道 402 号線と外堀通りより北側の地区に比較的多い．
対象地区内の教育文化施設について，神田錦町 3丁目に
高校 2 校と一ツ橋 2 丁目に大学 1 校，高校 1 校がある．
対象地区内には住宅の分布が少ない．神田警察通り北側
では神田錦町 3丁目と司町 2 丁目付近が比較的多い．神
田警察通り南側では神田錦町 2丁目付近が比較的多い． 
施設用途分布の特徴の一つとして，その他に分類され
る施設が多いことがあげられる．この中には，空き家，
建設中の建物，1階のガレージと車庫が多く存在してい
る．特に神田警察通り南側の神田錦町 1 丁目，2 丁目，
3丁目，神田 1 丁目，神田美土代町，司町 2丁目と小川
町付近が多く見られる． 
福祉医療施設，宗教関係施設，行政施設と宿泊施設の
分布が少なく，分散している． 
図-5 に施設用途別施設数を示している． 
最も多い分類は商業施設であり，合計 416 軒ある．こ
の中には飲食施設 253 軒，物販施設 144 軒があり，娯楽
施設とサービス施設より圧倒的に多い結果となってい
る．また，事務施設は 233 軒あり，商業施設と共に対象
地区内に主要な施設用途である． 
その他に分類した建物は 289 軒あり，主に空き家，建
設中の建物，1 階のガレージと車庫などである．なお，
2 階以上に事務施設はあるが，1 階が閉鎖されており，
用途が不明な建物も多数存在している． 
 
 
 
(3)街路種別調査結果 
 対象地区内に時間帯によって交通規制が変わる街路
を確認した．このため，時間帯別で街路種別分類図を作
成した． 
図-6 は休日 12 時の街路種別分類図である． 
 
 
 
大通りの歩行者空間は全て整備されている歩車分離
型である．これ以外にも整備ありの歩行者分離型が多数
存在している．整備なしの歩車分離型を含め，対象地区
内には歩車分離型の歩行空間が多い．特に神田警察通り
北側の神田錦町3丁目と神田1丁目の高層ビル周辺及び
すずらん通り付近は歩車分離型が大半を占めている． 
歩車共存型の街路空間について，神田警察通り，千代
田通り，都道 402 号線と本郷通りに囲まれた地域には比
較的多く存在している． 
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図 6 総歩行者分布図（休日 12 時，9月 25 日） 
図-4 施設用途分布図 
図-6 街路種別分類図 
図-5 用途別施設数 
 
 
対象地区の特徴として，歩行者専用の街路が多数存在
している．すずらん通り周辺の歩行者専用型は基本的に
11 時から 13 時までの時間帯のみとなっているが，一部
は日曜および休日の 8 時から 18 時までの時間帯に歩行
者専用型として使われている．西口商店街の延長線上に
ある街路は 8：00～9：00，11：30～13：30，17：00～
18：00 の 3 時間帯内に歩行者専用となっている．また，
対象地区の最南端にも歩行者専型の街路が 2 つ存在し
ており，どの時間帯でも歩行者のみ利用可能となってい
る． 
 
4.考察 
(1)歩行者数について 
図-7 は時間帯による歩行者数の変化を示している．
歩行者数が最も多い時間帯は平日 12 時であり，歩行者
数が最も少ない時間帯は休日 9 時である．調査した 3
日間のうち，平日 12 時の歩行者数は休日 12 時の歩行者
数の 3 倍以上である．このうち 70％以上が会社員であ
り，商業施設（特に飲食施設）集中地域周辺に歩行者が
集中している．また，平日の歩行者数は時間帯による増
減が激しく，休日 1日中の歩行者数の変化が緩やかであ
る． 
 
 
 
(2)歩行者属性について 
図-8 に平日と休日の時間帯別に歩行者属性の割合を
示した．平日と休日の差異が見られ，平日には会社員が
どの時間帯でも最も大きい割合を占めている．平日に歩
行者数の激しい増減の要因は時間帯による会社員の増
減が激しいことである．来街者について，平日と休日の
来街者数の変化は小さく，休日のほうがやや多い．その
分布は商業施設周辺に集中している．乳幼児・園児・小
学生について，主に商業施設周辺に分布しており，休日
は少し増える．中高生について，平日 15 時台の分布が
最も多く，主に一ツ橋と神田錦町の高校周辺に集中して
いる．大学生は休日より平日に分布が比較的に多く，主
に白山通りの大学周辺とすずらん通り商店街周辺に集
中している．高齢者はすずらん通り商店街と靖国通り沿
道の歩道に分布が多い． 
 
 
 
(3)平日の歩行者分布と施設用途・街路種類の関係性 
全体歩行者分布は施設用途に大きな影響を受けてお
り，街路種類の影響は小さいと考える．以下に細かく考
察する． 
平日 9 時について，会社員数が多いため，神保町駅，
小川町駅，淡路町駅周辺から事務施設周辺までの街路区
間に歩行者が多い． 
平日 12 時について，図-9 に歩行者分布及び施設用途
分布を示している．飲食施設が集中した地域に歩行者が
集中している．また，大手町地区と本研究対象地区の間
に移動する歩行者が多いため，神田橋と鎌倉橋の歩道は
歩行者線密度が非常に高い．  
図-7 時間帯別総歩行者数 
図-8 時間帯別歩行者属性割合 
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平日15時について，図-10に歩行者線密度を示した．
会社員は最も大きい割合を占めているが，研究対象地区
内における線密度の変化は激しくない．その一方，来街
者は 2番目大きい割合を占めており，商業施設集中地域
に分布が非常に多い特徴がみられる．つまり，この時間
帯の来街者は全体歩行者の分布状況に一番大きな影響
を与えている．街路種類について，来街者の分布が街路
種類よりも施設用途に影響されやすい．しかし，一部歩
車共存型の狭い街路は周辺の歩車分離型の街路より歩
行者線密度がやや低い．会社員分布から見ても同様な傾
向を示している．つまり，この時間帯の会社員は多少街
路種類の影響を受けている． 
 
 
 
また，中高生は主に一ツ橋と神田錦町の高校周辺に集
中している．神田警察通り南側歩道に中高生が最も多く
分布している．これは神田警察通り沿道街路の歩行者線
密度が 12 時よりやや高くなっている要因だと考える． 
平日 18 時について，全体歩行者の分布は街路種類よ
りも施設用途に影響を受けている．すずらん通り商店街
と靖国通り沿道の街路区間に商業施設が集中しており，
来街者の分布が多い．大手町地区などの事務施設集中地
域から駅まで移動の会社員が多いため，本郷通り沿道か
ら駅までの全街路区間に会社員の分布が非常に多い．来
街者の分布が多い街路と会社員の分布が多い街路をま
とめると，歩行者線密度が示している結果と一致してい
る． 
(4)休日の歩行者分布と施設用途・街路種類の関係性 
全体歩行者分布は施設用途に影響されており，街路種
類が歩行者分布との関係性が薄いと思われる．以下に細
かく考察する． 
休日 9時について，歩行者は対象地区内に分散してい
るが，商業施設周辺にやや多く見られる． 
休日 12 時について，図-11 に歩行者分布及び施設用
途分布を示した．歩行者の分布特徴は商業施設集中地域
と一致している．それに，同じ整備ありの歩車分離型の
街路でも，商業施設が少ない地域周辺は歩行者が少ない．
歩行者分布は施設用途に大きな影響を受けていると考
える． 
 
 
 
休日15時について，図-12に歩行者線密度を示した．
すずらん通り商店街と靖国通りの商業施設周辺には来
街者が非常に多く集中している．しかし，神田西口通り
図-11 歩行者分布と施設用途（休日 12 時） 
図-9 歩行者分布と施設用途（平日 12 時） 
図-10 歩行者線密度（平日 15 時，9月 26 日） 
 
 
商店街延長線上の街路区間は来街者が少ない．原因は休
日 15 時に営業しない商業施設が多いと考えている．神
田警察通り沿道について，一ツ橋交差点から美土代町交
差点までの区間には来街者数が非常に少なく，美土代町
交差点から司町交差点までの区間は来街者数がやや増
加している．神田警察通り全街路は整備ありの歩車分離
型であり，街路種類の影響はないと考える．それに，美
土代町交差点から司町交差点までの区間では，休日 15
時も営業している商業施設が比較的多いため，これは来
街者数がやや多くなっている原因だと思われる．つまり，
歩行者分布と施設用途の関係性が強いと思われる． 
 
 
 
休日 18 時について，商業施設集中地域周辺と竹橋駅，
神保町駅の周辺には歩行者の分布が比較的に多い．神田
警察通り沿道は来街者の分布が非常に少ない．街路種類
は歩行者分布に影響はあるが，施設用途より影響が小さ
いと考える． 
(5)神田警察通り沿道賑わいガイドラインを踏まえた現
状の考察 
「神田警察通り沿道賑わいガイドライン」では，まち
づくりの目標や沿道の特徴に応じて，神田警察通りの西
側からは歴史・学術ゾーン，文化・交流ゾーン，食・賑
わいゾーンが設定された．ガイドラインによる各ゾーン
の現状を考察した(図-13)． 
歴史・学術ゾーンについて，ガイドラインでは，歴史・
学術ゾーンでの沿道空間形成と大規模開発の連携によ
る拠点の形成に関する提案がある．本研究の考察による
と，飲食や物販など，人の流れを誘導するような機能を
優先的に設置することで，賑わい創出の効果が比較的良
いと考える．また，図-14 のように，神田警察通りは整 
 
 
備ありの歩車分離型であるが，歩道の幅員が狭く，落ち
着いて歩ける歩行空間ではないと思われる．神田警察通
りより南側に錦三会児童遊園が存在しているが，考察に
よると周辺児童が少なく，会社員の分布が多い．沿道空
間を整備する際，博報堂周辺での拠点に加え，ここで緑
の公共空間も活かせると考える． 
 
 
 
文化・交流ゾーンについて，ガイドラインでは，この
付近に広場的な雰囲気を持つ解放感ある沿道空間の形
成を提案している．また，南北回遊動線の強化も目指し
ている．この付近の街路が整備ありの歩車分離型であり，
神田警察通りを渡るため信号待ちの時間も長い．つまり，
南北方向の大通り以外の街路も歩行空間の連続性を向
上するため，整備する必要があると考えられる． 
食・賑わいゾーンについて，神田警察通り沿道歩行者
が少ない現状を改善するため，南北方向大通り沿道の歩
行者を東西方向に誘導する必要がある．人の流れを誘導
できる施設を生かしながら，街路区間を整備することも
望まれる． 
 
5.結論 
 本研究の結論は以下の通りである． 
(1)神田警察通り周辺の歩行者分布調査結果により，対
図-12 歩行者線密度（休日 15 時，9月 17 日） 
図-14 神田警察通り南側歩道 
図-13 ゾーン分け 
 
 
象地区における歩行者の分布状況や属性，平日・休日に
おける複数時間帯に歩行者分布の変化を把握した． 
(2)平日と休日に対象地区内の歩行者分布特徴と街路
整備状況・施設用途分布の関係性を指摘した． 
(3)「神田警察通り沿道賑わいガイドライン」に分別し
た各ゾーンの特徴に基づき，歩行者分布現状を考察した
上，改善案を提案した． 
 
本研究の一部は平成 28 年度「千代田学」の助成を受け
て実施した． 
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